
司令との懇談や鑑識体験も

の
２
年
生
１
人
の
職
場
体
験
学
習
に
協
力
し
た
。

戦
車
な
ど
を
整
備
す
る
装
軌
車
整
備
工
場
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、

２
日
目
は
、
裾
野
東
中
学
校
の
生
徒
も
加
わ
り
、
陸
上
自
衛
隊
富

る
な
ど
、
多
種
多
様
な
職
種
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

校
（
駿
東
郡
長
泉
町
）
の
２
年
生
７
人
と
裾
野
東
中
学
校
（
裾
野
市
）

練
で
使
用
す
る
障
害
走
コ
ー
ス
な
ど
を
体
験
し
た
。

や
か
な
雰
囲
気
で
司
令
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た
。

車
両
に
体
験
試
乗
し
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
に
満
足
げ
な
様
子
だ

て
い
く
。

１
等
陸
尉
）
は
１
１
月
７
日
（
木
）
と
８
日
（
金
）、
長
泉
北
中
学

最
後
は
同
駐
屯
地
司
令
の
兜
智
之
１
等
陸
佐
と
の
懇
談
も
行
い
、

（
御
殿
場
市
）
を
訪
問
。
駐
屯
地
や
部
隊
に
つ
い
て
隊
員
か
ら
説
明

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
三
島
募
集
案
内
所
（
所
長
・
林
正
士

生
徒
た
ち
は
「
ど
う
し
て
自
衛
隊
に
入
っ
た
ん
で
す
か
」
な
ど
、
和

自
衛
隊
の
中
で
警
察
の
役
割
を
担
う
警
務
隊
で
は
指
紋
を
採
取
す

２
日
間
の
学
習
を
終
え
た
生
徒
た
ち
は
、「
自
衛
隊
の
人
た
ち
は

る
と
と
も
に
、
自
衛
官
と
い
う
職
業
に
つ
い
て
理
解
の
促
進
を
図
っ

め
た
い
」
と
笑
顔
で
感
想
を
話
し
て
い
た
。

多用途支援艦「えんしゅう」入港　田子の浦ポートフェスタ
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
で
広
報
活
動
を
行
っ

艦
内
見
学
に
は
１
４
１
５
人
が
訪
れ
、
艦
橋
や

ブ
ー
ス
を
設
置
し
た
。

ル
の
展
示
や
迷
彩
服
試
着
体
験
、
陸
自
車
両
展
示
、

子
の
浦
港
（
富
士
市
）
で
開
催
さ
れ
た
田
子
の
浦

こ
れ
は
同
港
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
的
に
行
わ

海
上
保
安
庁
、
税
関
、
港
湾
関
係
機
関
等
が
Ｐ
Ｒ

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
部
隊
と
連
携
し
て
県
内

裕
久
１
等
陸
佐
）
は
１
１
月
１
７
日
（
日
）、
田

れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
海
上
自
衛
隊
の
多
用
途
支
援

た
。 自

衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
田
代

第
３
４
普
通
科
連
隊
（
御
殿
場
市
）
と
と
も
に
自

や
自
衛
官
の
仕
事
に
興
味
津
々
な
様
子
で
、「
こ

げ
か
け
て
い
た
。

の
船
は
ど
ん
な
任
務
に
就
い
て
い
る
ん
で
す
か
」

３
９
代
か
ぐ
や
姫
の
小
西
沙
季
さ
ん
が
「
え
ん
し

制
服
に
た
す
き
を
掛
け
、
笑
顔
で
乗
艦
者
と
の
記

中学生が陸自で職場体験

解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
広
報
活
動
に
努
め
て

い
く
。

を
聞
い
た
後
、
軽
装
甲
機
動
車
な
ど
の
車
両
を
見
学
し
、
隊
員
が
訓

初
日
は
、
長
泉
北
中
学
校
の
生
徒
が
陸
上
自
衛
隊
板
妻
駐
屯
地

る
鑑
識
作
業
を
体
験
し
、
衛
生
班
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
体
験
す

士
駐
屯
地
（
駿
東
郡
小
山
町
）
を
訪
れ
た
。

ま
た
、
１
６
式
機
動
戦
闘
車
が
足
場
の
悪
い
道
を
渡
る
訓
練
や
、

三
島
所
は
、
引
き
続
き
担
当
地
域
の
学
校
の
職
場
体
験
を
支
援
す

戦
車
回
収
車
や
９
６
式
装
輪
装
甲
車
と
い
っ
た
自
衛
隊
な
ら
で
は
の

話
が
面
白
く
楽
し
か
っ
た
」「
後
輩
に
も
自
衛
隊
の
職
場
体
験
を
勧

っ
た
。

は
め
っ
た
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
衛
隊
の
船

衛
隊
の
広
報
ブ
ー
ス
を
開
設
。
自
衛
隊
紹
介
パ
ネ

標
的
管
制
室
、
甲
板
な
ど
を
見
学
し
た
。
見
学
者

艦
「
え
ん
し
ゅ
う
」
や
民
間
の
帆
船
が
入
港
し
て

静
岡
地
本
は
「
え
ん
し
ゅ
う
」
と
陸
上
自
衛
隊

船
内
見
学
や
乗
船
体
験
を
行
っ
た
ほ
か
、
自
衛
隊
、

え
ん
し
ゅ
う
の
艦
内
見
学
を
行
っ
た
。

「
こ
の
機
械
は
何
で
す
か
」
と
乗
員
に
質
問
を
投

ゅ
う
」
１
日
艦
長
に
任
命
さ
れ
、
海
上
自
衛
官
の

ま
た
、
当
日
は
富
士
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
大
使
、
第

念
撮
影
に
応
じ
た
。

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理


